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第 8回 中央区自治協議会 会議録 

開催日時 平成 30年 11月 30日（金曜）午後 3時 00分から午後 4時 12 分まで 

会   場 中央区役所 5階 対策室 

出 席 者 委 員 

清水委員、田村（幸）委員、外内委員、浅野委員、高橋委員、加藤委員、 

渡部委員、野澤委員、樋口委員、青木委員、川崎委員、伊藤委員、 

竹田委員、三國委員、田村（良）委員、 田辺委員、菊地委員、 

佐藤（雅）委員、富樫委員、吉岡委員、堀委員、津吉委員、小林委員、 

細川委員、本間委員、 南雲委員、渡邉委員、 藤瀬委員、大滝委員、 

井上委員、肥田野委員、松田委員 

出席 32名 

欠席 6名 

（田巻委員、廣瀬委員、関谷委員、佐藤（俊）委員、高岡委員、後藤委員） 

 

事務局  

[新潟市役所]土木総務課長、2019年Ｇ20サミット推進課長 

 [新潟市教育委員会]中央区教育支援センター所長 

[中央区役所] 区長、副区長、窓口サービス課長、健康福祉課長、保護課長、 

建設課長、東出張所長、南出張所長、地域課長、地域課長補佐 

議 事 １ 開会 

○会議の成立について 

   委員 38名中 32名出席のため、規定により会議は成立 

 

２ 議事（議長＝田村会長） 

 

（１） 中央区自治協議会委員の改選について（資料 議 1-1 1-2 1-3 1-4 1-5） 

 

（議 長） 

 本日はテーブルの上に書類が多くあると思いますが、よろしくお願いいたします。 

 本日配付いたしました次第をご覧ください。議事が 2件、報告が 4件、その他が 1

件でございます。次第に沿って会議を進めていきたいと思います。 

 「議事（1）中央区自治協議会委員の改選について」でございます。委員推薦会議

座長の清水委員からご説明をお願いします。 

 

（清水委員） 

 委員推薦会議の清水でございます。「中央区自治協議会委員の改選について」とい

うことで私からご説明したいと思います。 

 10 月 26 日に行われました全体会議において、「中央区自治協議会の方向性」の説

明があり、方向性に沿った委員の改選となるよう、委員推薦会議に具体の改選作業が
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付託されました。この付託を受けまして、今月から委員推薦会議を開き、改選の具体

的な中身について協議してまいりました。今日、全体会議の場で委員推薦会議の協議

事項についてご説明し、皆様からご承認をいただければと考えております。 

 はじめに、改選に係る今後のスケジュールについてご説明いたします。お手元に配

付してございますＡ3 の資料議 1－1 をご覧ください。横に広い表でございますけれ

ども、「中央区自治協議会第 7 期改選に伴うスケジュール」となっております。上

段、中段、下段とございますけれども、上段が全体会議、中段が委員推薦会議、下段

に事務局となっております。 

 基本的に、委員推薦会議で協議・決定した事項を全体会議でご承認いただくという

流れでございまして、本日は、今月 6 日と 16 日に行われた委員推薦会議の協議・決

定事項を説明させていただきます。中身については後ほど触れますが、今後の動きと

して、全体会議でご承認いただいた後、各団体、個人に推薦並びに承諾の依頼を行

い、公募委員を選考し、2 月の全体会議で第 7 期の委員候補者をお示しするという流

れになります。 

 また、委員推薦会議の開催状況にもよりますが、適時全体会議でご説明したいと考

えております。今ご説明したように、赤字のものが委員推薦会議の内容でございまし

て、そこで協議をされたものを上段の全体会議にお諮りするという流れでございま

す。 

 次に、第 7期の委員構成枠について、委員推薦会議で協議、決定した案をご説明い

たします。資料議 1－2 をご覧ください。左から「委員資格区分」、「選出方法」、「団

体名」、「人数」となっております。選出方法につきましては、「中央区自治協議会の

方向性」に沿った対応となっております。上段から順次ご説明いたします。 

まず 1号委員枠ですが、自治協議会が地域課題の解決を目指す場であり、コミュニ

ティ協議会が地域課題に精通していることから、各コミュニティ協議会から 1名を選

出することとし、合計 22名の選出としてあります。 

 次に、2 号委員枠ですが、「中央区区ビジョンまちづくり計画」における 9 分野か

ら最適と思われる団体を選出しております。表では 9分野の部会ごとにまとめた記載

としておりますが、各分野の選出について、上からご説明したいと思います。 

まず、第 1部会の「商店街、産業」それから「まちなか回遊、交流人口」となりま

すけれども、①「商店街、産業」では、古町、万代、駅前、駅南を含め、区全体の商

工業、産業の発展を見据えた活動をしている団体であり、地域活動も含め、まちづく

りへの助言が期待できることから、新潟商工会議所を選出しております。 

 ②「まちなか回遊、交流人口」ですが、賑わい創出や交流人口の増加に大切であ

る、まちなかの回遊性向上について、古町の回遊性は欠かせないものであり、その古

町の賑わい創出に向けて自発的に取り組んでいる団体であることから、新潟中心商店

街協同組合を選出しております。 

 次に、第 2部会「協働、健康・福祉」でございます。今後、高齢、人口減少を考え

るにあたり、地域包括ケアの観点から、地域の支え合いの体制づくりに取り組んでい

る団体であり、地域だけでなく区への助言も期待できることから、中央区支え合いの

しくみづくり会議を選出しております。 

また、子育て環境の充実も大きな視点であるため、子育て支援に積極的な団体であ
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り、区が実施する特色ある区づくり予算にも携わっていることから、特定非営利活動

法人はっぴぃｍａｍａ応援団を選出しております。 

 第 3 部会の内容ですけれども、④、⑥、⑨に示してありますが、「教育連携・社会

教育」では、地域教育コーディネーターは、地域と学校をつなぎ、地域全体で教育に

取り組む上で欠かせない存在であることから、団体ではございませんが、地域教育コ

ーディネーターの方を選出することといたしました。 

⑥「防災・防犯」でございますが、自主防災組織の活動支援や地域の防災訓練など

にかかわっている団体であり、地域への助言や事例提供などが期待できることから、

特定非営利活動法人日本防災士会新潟県支部を選出しております。 

⑨「歴史・文化」では、地域の文化や歴史を把握し、大人だけでなく子どもたちに

も地元の良さを伝える取り組みを行っている団体であり、地域に目を向けるきっかけ

につながることが期待できることから、任意団体である新潟シティガイドを選出して

おります。 

 第 4部会の③、⑦、⑧でございますけれども、③「都市機能、まちなみ」では、区

民の身近な暮らし、生活に照らした都市機能を考えるにあたり、生活交通を意識した

視点から、まちづくりの助言や地域への事例提供が必要であることから、これは団体

ではございませんが、公共交通関連の専門家の方を選出することといたしました。 

また、まちづくりに関する多くの経験や知識を有している団体であり、生活を意識

した都市機能を考える上で、地域だけでなく区への助言や事例提供ができることか

ら、特定非営利活動法人まちづくり学校を選出しております。 

⑦「生活環境」ですが、空き家問題は個人の問題から、地域課題へ移っていくこと

が予想され、対応が大変難しいと考えられます。このような状況において、さまざま

な事例が提供されれば、地域だけでなく区にも有益であると考えられるため、一般社

団法人全国空き家相談士協会新潟支部を選出しております。 

⑧「水辺、緑化」では、鳥屋野潟や信濃川といった水辺空間は、中央区の大切な資

源でもあり、次世代に引き継いでいく必要があります。そこで、水辺環境へのかかわ

りが多い団体であり、地域との連携も期待できることから、特定非営利活動法人新潟

水辺の会を選出しております。 

 以上が 2号委員枠になりますが、記載の選出団体から推薦いただく方など、個人名

につきましては、各団体や個人の方から推薦、承諾をいただきましたら、翌月以降に

お示ししたいと考えております。 

 次の、3 号委員枠でございます。公募委員の人数は 2 名になります。これにつきま

しては、専門性の高い他の市附属機関における公募委員の役割と、自治協議会での公

募委員の役割との違いや、妥当な人数を協議しまして 2名としております。 

 その下の区長推薦枠については、必要に応じて推薦することとし、現段階では選出

しておりません。 

 また、委員推薦会議の中で、事務局より第 7期の自治協議会委員の選出の際には、

市の施策である附属機関の女性委員の登用促進を図るべく、なるべく女性委員を推薦

してもらいたいというお願いがございました。中央区では、コミュニティ協議会の数

が多く、自治協議会の中でも割合が高いのですが、コミュニティ協議会から委員を推

薦する際は、その点も踏まえてご推薦いただければと思っております。 
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 以上が、中央区自治協議会における第 7期の委員構成枠の案になっております。 

 一括して説明させていただきたいと思いますので、引き続き、公募関係の説明をい

たします。お手元のＡ4の資料議 1－3、それから資料議 1－4をご覧ください。「自治

協議会の委員の公募に関する要領（案）」についてご説明いたします。公募委員関係

につきましては、人数のほかに選考基準等を協議・決定いたしました。公募委員の募

集にあたり、規定を整える必要があるため、改正（案）を新旧対照表とともにお示し

しております。改正内容としましては、第 2条第 1項の文言になりますが、同条第 2

項の文言と調整するため、文言の修正を行ったほか、第 3条第 4号に応募資格を明記

するため、その旨追記をしております。 

 また、選考方法ですが、作文と活動歴を審査し、委員推薦会議の構成員の合議によ

り決定することとしまして、その関係で、第 4条、第 6条について、作文という文言

に修正してあります。そのほかについては、読点の整理となります。作文のテーマや

字数など、細かい部分は委員推薦会議では、すでに決定しておりますが、募集スケジ

ュールについて調整が必要なため、次回の全体会議で募集日程についてご説明したい

と思います。 

 公募関係については、以上になりますが、最後に、委員の再任回数についてご説明

いたします。資料議 1－5 をご覧ください。委員の再任回数については、新潟市区自

治協議会条例の改正により、再任回数の上限が撤廃され、条例上「委員は、再任され

ることができる」という規定に改正されております。そして、再任回数の取り扱いに

ついては、「新潟市附属機関等に関する指針」に基づきつつ、各区の自治協議会の判

断で、各区の実情に応じて取り扱うこととなりました。 

 そのような状況もあり、委員推薦会議において、再任回数について協議をいたしま

した。資料の中ほどより下に、一部抜粋ではございますが、新潟市附属機関等に関す

る指針という市の附属機関全般に対する指針がありますが、そこでの再任に関する規

定として、第 5条第 1項第 5号に「委員を再任する場合は、通算の在任期間が 6年を

超えないものとする。」という規定があり、一定の考え方が示されております。一方

で、自治協議会においては、コミュニティ協議会や公共的な団体など、団体から選出

される委員が多く、選出にあたっては、その団体のご事情や、推薦される方のご事情

など、さまざまな状況が考えられます。再任回数を明確に決めることで選出しやす

い、逆に選出しにくいといったケースも考えられます。そのため、委員推薦会議で

は、明確な回数制限は設けず、「新潟市附属機関等に関する指針」に留意して運営し

ていくこととし、各期において各団体の状況を踏まえて判断することといたしまし

た。 

 以上で、委員推薦会議の協議・決定事項についての説明を終わります。皆様からご

承認いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

（議 長） 

 ありがとうございました。ただいまの説明につきまして、ご質問等ございますか。 

 

（本間委員） 

 2 号委員の、にいがた女性会議より選出されました本間伸子と申します。ただいま
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委員推薦会議の丁寧な報告をいただきまして、私も委員推薦会議に出たことがありま

すが、なかなか委員推薦会議でこういう決定をするというのは大変なご苦労をされた

のではないかなと思ってお聞きしておりました。私も 2 号委員ですけれども、2 号委

員の推薦団体の関係ですが、今回、今までと違って 9分野という形で限定されていま

すが、限定された中で、今説明があった以上にご苦労された点がもし何かございまし

たらお聞かせいただきたいなと思います。 

 

（清水委員） 

 例えば、女性会議ですと女性の視点や考え方によるいろいろなご意見があるかと思

いますけれども、それも踏まえながら今回は別な方向で持っていくことが一つの案だ

と考えております。 

 

（本間委員） 

 ありがとうございました。私たちにいがた女性会議だけでなく、全体を見て、いろ

いろな活動をされている方を推薦されているのではないかなと思います。ただ、今後

も含めて、こういう 9分野に限定していると非常に選定するのが難しくなってくるの

ではないかなと思って質問させていただきました。ありがとうございました。 

 

（清水委員） 

 ありがとうございます。 

 

（本間委員） 

 最後になりますが、座長の方からも女性委員推薦のお願いという形で付け加えてい

ただいたので、ぜひ皆さんにもご確認をいただいて、なるべく女性委員の方を多く出

していただけるような自治協議会になってほしいなと思っていますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

（議 長） 

 貴重なご意見、大変ありがとうございました。委員推薦会議の議論の中で生かせる

ものは生かしていきたいと思いますので、意見として承ります。ありがとうございま

した。 

 そのほか、ございますか。ないようでございますので、ただいまの説明で皆さんか

らのご承認をいただきたいと思いますが、皆さんご承認いただけますでしょうか。 

（拍手） 

 ありがとうございました。これから、コミュニティ協議会も含めて、各団体に推薦

依頼を始めることになりますが、先ほど清水委員からも説明がありましたが、適任者

が複数いらっしゃり、その中に女性の方が含まれているようであれば、女性の方の積

極的なご推薦を考えていただければと、私からもお願いしたいと思います。ありがと

うございました。 
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（２） 委員からの提案について（資料 議 2） 

 

（議 長） 

「議事（2）委員からの提案について」でございます。私から概要について報告をい

たします。 

 お手元に配付してあります資料議 2をご覧ください。先日、細川委員より事務局を

通して、総務運営会議に提案がありました。内容については、資料に記載のとおりで

ありますが、「地域の茶の間」に関する相談や助成申請の窓口が二つあるため、一つ

にすることで、より利用しやすくなるのではないかというものであります。先日、総

務運営会議で、この委員提案の取り扱いについて協議いたしました。この事務を詳し

く検討してもらうことがよいのではないかとの話になりました。そこで、総務運営会

議としては諾否も含め、福祉分野を所管する「福祉・安心安全部会」に、この案件を

付託したいと思いますが、皆様からご承認をいただければと思います。 

 まず、内容につきまして、細川委員から補足説明はございますか。 

 

（細川委員） 

 中央区社会福祉協議会の細川です。 

 ここに要点は書いてあるのですけれども、中央区では今現在「地域の茶の間」が

65 か所、市内には 500 か所ありまして、今後さらに取り組みが増加するという傾向

にあると思います。現在の「地域の茶の間」の窓口は、そこに書いてありますよう

に、各区の社会福祉協議会、それから新潟市福祉部地域包括ケア推進課という二つの

窓口があります。前に、立ち上げられた経験者からいろいろ話を聞きましたら、どう

も窓口が二つあり、相談や立ち上げに関してワンストップではないという意見があり

ました。例えば社会福祉協議会については助成事業、市については支援事業というこ

とで、申請や実績報告という書類がありますが、内容は助成と支援が違うだけで、ほ

とんど同じものだと思っています。さらに、資金計画書や事業計画書など、相当詳細

なものを記入しなければなりません。今後、新規に立ち上げられる「地域の茶の間」

や現在よりさらに回数を増やしたいという申請などが出てくると思われますので、組

織の簡素化を図って、なるべくワンストップでできるような体制にできないかという

提案です。 

 

（議 長） 

 ありがとうございました。この案件の検討について、諾否も含め、部会に付託した

いと思いますが、皆様いかがでしょうか、よろしいでしょうか。 

 

（井上委員） 

 公募委員の井上です。 

 質問をさせていただきたいと思います。この事業は私もよく存じていますので、内

容について疑義があるわけではないのですけれども、例えば「子育てサロン」助成の

ような類似の事業を社会福祉協議会が実施しておりますけれども、この辺りは残すけ

れども、こちらの「地域の茶の間」の助成は一本化したいという整理でよろしいでし
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ょうか。 

 

（細川委員） 

 そうです。 

 

（井上委員） 

 「子育てサロン」は社会福祉協議会で継続していくということになりますか。 

 

（細川委員） 

 このようなチラシがありまして、「地域の茶の間」を限定として検討したらどうか

という意見です。 

 

（井上委員） 

 分かりました。ありがとうございました。 

 

（議 長） 

 ほかに、ございませんか。 

 ただいまの井上委員からの質問も含めまして、「福祉・安心安全部会」の座長の渡

邉委員、よろしくお願いします。 

 

（渡邉委員） 

 分かりました。 

 

３ 報告 

  －－－自治協議会委員活動報告－－－ 

 

（１） 部会からの報告について（資料 報 1-1 1-2 1-3 1-4） 

 

（議 長） 

 次に、報告に入ります。「報告（1）部会からの報告について」でございます。四つ

の部会の報告が終わりましたら、一括で質疑を行いたいと思いますので、ご協力をお

願いいたします。 

 「地域活性化部会」の座長の浅野委員からご報告をお願いいたします。 

 

①地域活性化部会（資料 報 1-1） 

（浅野委員） 

 「地域活性化部会」の浅野でございます。11 月 13 日に第 10 回の会議を行いまし

た。10 月 8 日のアンケート結果などを議題として討議しました。アンケート結果

は、ほぼ好意的な意見が多かったのですけれども、結果を整理する段階で、かなり皆

さん苦慮されたということです。お寺の見学客も想定していた以上に多かったです。

参加協力店の売り上げ・集客のデータを把握することが難しかったということでござ
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います。 

 現在、「新潟湊町物語」の報告書の作成について検討している最中でございます。

12月 4日の部会で結果を作成しまして、それを 12月の全体会議で皆さんに配付でき

るようにしたいと思います。 

 

（議 長） 

 ありがとうございました。 

 続きまして、「福祉・安心安全部会」の座長の渡邉委員からご報告をお願いいたし

ます。 

 

②福祉・安心安全部会（資料 報 1-2） 

（渡邉委員） 

 「福祉・安心安全部会」の渡邉です。第 8回の部会を 11月 12日に開催いたしまし

た。出欠席は記載のとおりです。 

 地域防犯活動の事例集の作成を検討しておりますけれども、取材がすべて終わりま

した。9 団体ございます。9 団体の取材の原稿を部会で確認しました。取材先で写真

を撮らせていただいたりするのですけれども、一部の取材先で写真を取り損ねたり、

あるいは提供いただけないところがあったりしたので、やはり記事にするのに写真が

ないとなかなか淋しいなということで、再度お願いしようという話し合いをしまし

た。ただ、一部子どもの顔が写っているところについては配慮しないといけないなと

いうことで、取材先に掲載の確認をしようと話し合いをしております。また、事例集

の構成については、取材先それぞれに書く見出しを、キャッチフレーズみたいなもの

ですけれども検討しました。 

 事例集の配布先については、前回も少しお話しましたけれども、配布先と送る冊数

を検討したところです。基本的には、コミュニティ協議会、自治会・町内会、それか

ら民生委員・児童委員協議会、幼稚園・保育園、小学校・中学校等です。あとは公共

施設に置く分も用意しています。3月に発送予定で今検討しております。 

 

（議 長） 

 ありがとうございました。 

 続きまして、「地域と学校部会」の座長の井上委員から、ご報告をお願いいたしま

す。 

 

③地域と学校部会（資料 報 1-3） 

（井上委員） 

 「地域と学校部会」座長の井上です。資料報 1－3をご覧ください。11月 9日に第

7 回の「地域と学校部会」を開催させていただきました。部会内容につきましては、

過去の会議と類似した形になりますが、申請をいただいた事業につきまして、各担当

から進捗状況等を共有する形で進めさせていただきました。 

 また、会議内容及び決定事項等ということで、12 月末をもってこの提案型協働事

業の締め切りということもございまして、若干振り返りのような形で行わせていただ
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いたものを、概要を記載させていただいておりますので、参考までにお目通しいただ

ければと思います。 

 その他といたしまして、本日お手元にも配付させていただいておりますけれども、

中央区教育ミーティングの実施について、1 月実施の予定となっておりますので、皆

様、報告内容をご覧になっていただければと思います。 

 若干余談になりますけれども、11 月 21 日に自治協議会委員研修会で、「地域と学

校部会」の取り組みについてお話をさせていただく機会をいただきまして、大変あり

がとうございました。中でも特徴的だったのが、各区の自治協議会で提案型事業のよ

うな形で、地域の協力を得ながら実施する事業が一つあるということと、それで自前

の事業が減ったことで、その分、協議であったり地域課題に目を向けたりということ

に集約しつつあるのが 8区の傾向としてあるのかなと見ておりました。参考までにご

報告でございました。 

 

（議 長） 

 ありがとうございました。井上委員、先般の研修大変ご苦労様でございました。 

 続きまして、「水辺とみなと部会」の座長の外内委員から報告をお願いいたしま

す。 

 

④水辺とみなと部会（資料 報 1-4） 

（外内委員） 

 「水辺とみなと部会」の外内です。第 8回の部会を 11月 6 日、13 時 30 分から 5

階の 501会議室で行いました。出席委員は、1名欠席で 7人の出席でありました。あ

とは事務局と関係課の人たちからも出席いただきました。 

 議題につきましては、そこにありますように、「新潟開港 150 周年記念カレンダー

について」ということでございます。カレンダーの印刷については、デザイン・内容

を確定し、印刷見本から色調や完成形の最終確認を行いました。今日、完成しまし

て、皆さんのお手元に配付しています。 

 カレンダーの配布方法について、ぜひ皆さん方からご協力いただきたいということ

が今日の主な目的でございます。配布先の最終確認を行い、配布担当者の分担を取り

決めました。多くの市民の目に留まる場所に掲示していただけるよう、可能な限り各

施設に直接訪問して協力を依頼するということでございます。 

 今日の会議で各担当者に配付いたします。コミュニティ協議会選出の委員の皆様方

には、区内の小・中学校の配布にご協力をお願いします。基本的には「水辺とみなと

部会」の委員がたくさんの配布を行うわけですけれども、部会の委員がいないところ

のコミュニティ協議会については、ぜひ 1号委員の皆さんにご協力をお願いしたいと

いうことでございます。 

 これは私からのお願いでございますが、カレンダーは区内の小・中学校を中心に公

共施設等に配布いたします。先ほど言いましたけれども、「水辺とみなと部会」のメ

ンバーで分担して配布する予定ではありますが、部会の委員がいない地域の公共施設

にはぜひご協力を願いしたいということであります。 

 今日、皆さんの机の上に配布してございますのは、皆さんの出身であるコミュニテ
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ィ協議会にまず 1部です。それからもう 1部は、皆さん委員にお配りする分というこ

とで 2部あります。コミュニティ協議会ではない人たちは 1部しかないと思います。

それから、お配りしていただく一覧表があると思いますので、担当される方は自分の

ところの配布先をしっかり確認していただきたいと思います。 

 今日このあと隣の 501会議室に、お配りするものを全部積み上げて、名前を書いて

ございますので、お立ち寄りいただいてお持ち帰りいただける方は持って帰ってくだ

さい。重たいという人は事務局がいますから、これを送ってくれと言ってください。

そうすると、来週早々に送ります。数の少ない人、紙袋で持てる人は持って行ってほ

しいということでございます。 

 趣旨は、何度もこの場で説明してきたと思いますが、開港 150年を迎える記念すべ

き年、来年 1月 1日は開港 150周年の記念日ですので、現在の新潟港で活躍する船舶

や港の風景等を掲載したカレンダーをとおして、多くの皆さんに湊町新潟の歴史を知

っていただくというものです。150 周年のイベントを皆さんに知ってもらって、新潟

の歴史を勉強し、考えてもらいたいということでございます。 

 各学校や施設に持って行ったときに、この趣旨を説明していただきたいのです。そ

れから小学校の生徒にも教えていただきたい。だから前もって学校を訪問して、校長

先生なり教頭先生に、その趣旨を説明していただいて、それでお配りしていただきた

い。各学校の教室の数以上をお配りしますので、教室には 1部必ず留めて見ていただ

きたいということになります。 

 説明の文章もお渡ししますので、持っていくときは趣旨を説明し、送っていただく

人は来週の前半に学校へ行って説明していただいて、来週の後半には配送されていく

という段取りになっておりますので、その点よろしくお願いしたいと思います。 

 なお、分からないところは事務局までお願いいたします。内容は以上でございま

す。 

 

（議 長） 

 ありがとうございました。 

 4 報告終わりましたので、ただいまの各部会からの報告につきまして、ご質問等は

ございますか。ないようであれば、次の案件に移りたいと思います。 

 

－－－各所管課からの説明（報告）－－－ 

（２） 中央区の特色ある区づくり予算（区役所企画事業）について（資料 報 2） 

  

（議 長） 

次に、「報告（2）中央区の特色ある区づくり予算（区役所企画事業）について」で

す。担当課から報告をお願いいたします。 

 

（担当課） 

 総務課の日根でございます。私からは、中央区の特色ある区づくり予算につきまし

て報告をさせていただきます。お手元に配付の資料報 2 をご覧ください。1 枚おめく

りください。「平成 31 年度特色ある区づくり予算（区役所企画事業）（案）に対する
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ご意見について」です。10 月の自治協議会において、二つの事業についてご意見を

いただきました。中央区で、どのような対応をしているのかを自治協議会のご意見の

下に、ゴシック太文字で記載をさせていただいております。 

 一つ目は、「アトリウム発にぎわいプロジェクト」です。本自治協議会からは、ア

トリウムだけではなく、街全体の賑わいにつながるよう、面での取り組みに広げるこ

とや、関係機関と情報共有を行いながら実施してほしいというご意見を頂戴いたしま

した。このご意見に対しまして、中央区役所は昨年 8 月にＮＥＸＴ21 に移転をして

まいりました。その移転の理由の一つは、まちなかの活性化でございます。今年度か

ら区づくり事業で開始いたしました、ここＮＥＸＴ21 の 1 階の「アトリウム発にぎ

わいプロジェクト」におきまして、10 月に新潟中心商店街協同組合や新潟商工会議

所など、関係の方々からも参画をいただきまして、まちなか活性化実行委員会を立ち

上げさせていただきました。先般、11 日にはアルビレックス新潟の協力もありまし

て、アトリウムでのパブリックビューイングの実施をはじめ、面としての取り組みが

行われまして、地域が一体となって盛り上がりました。その結果、多くの市民の方か

らもご来場いただいた次第でございます。今後も、いただきました貴重なご意見を参

考にしつつ、アトリウムだけではなく、街全体の賑わいにつながる継続した取り組み

を実行委員会で検討してまいります。 

 また、事業を進めるにあたりまして、関係部署や団体と密に情報共有することが、

まちなか活性化の機運をより効果的に高めることにつながると私たちも考えておりま

すので、今後も関係部署、団体と連携を図ってまいります。 

 二つ目でございます。「最後まで安心。暮らしのサポート事業」です。身寄りがな

い高齢者が入院・入所時に保証人が不在という課題に踏み込む施策をしてほしい、ま

た、事業内容を連想できる名称を、とのご意見を頂戴いたしました。独居高齢者や身

寄りのない高齢者が事前にケアに関する意思表示をすることが入院・入所の際の保証

人不在で困惑する事例を減らすことができるため、関係機関との意見交換やアンケー

トを通して、どのような支援方法が有効であるかを見極め、3 年間の事業期間の中

で、モデル的に実施するところまで行う予定です。 

 また、いただきましたご意見を踏まえて、先進地の事例などを参考として、区民が

理解しやすく、事業内容を連想できる名称、「話そう・つなごう・あなたの想い 終

活きっかけ作り事業」に変更させていただきました。客観的な視点からのご意見、大

変参考になりました。ありがとうございました。 

 なお、例年どおり 10 月に区民の皆様に対しまして、区役所企画事業に関する意見

募集をさせていただきましたが、ご意見はございませんでした。 

 資料を 1 枚おめくりいただきまして、Ａ3 版の資料「平成 31 年度特色ある区づく

り予算（案）一覧表」をご覧ください。この資料は、平成 31 年度に予定しておりま

す事業の担当課、事業名、事業概要、事業費を、区ビジョンまちづくり計画の体系に

基づきまして、一覧にまとめた資料となっております。この一覧となっている事業に

つきましては、9 月に開催されました自治協議会で説明をさせていただきました内容

に、皆様方からのご意見を踏まえて、平成 31 年度の予算要求額と区自治協議会提案

事業を記載したものでございます。 

 区役所企画事業といたしまして 3、150 万円、区自治協議会提案事業といたしまし
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て 150 万円、合計 3、300 万円が予算の要求額となります。区役所企画事業は、9 月

の自治協議会でもご説明をさせていただきましたように、平成 31 年度はリニューア

ルを含め、新規事業が 7 事業となり、合計 13 の事業となります。また、区自治協議

会提案事業は、地域課題の解決に向けての調査やモデル事業の実施を予定しておりま

すが、具体的には来年度の委員から決めていただくことを予定してございます。 

 

（議 長） 

 ありがとうございました。ただいまの報告につきまして、皆さん、ご質問等ござい

ますか。ないようですので、次に進みます。 

 

（３） 今後の除雪体制等について（資料 報 3） 

 

（議 長） 

次に、「報告（3）今後の除雪体制等について」です。担当課から報告をお願いいた

します。 

 

（担当課） 

 いつも大変お世話になっております。土木総務課の武石です。よろしくお願いいた

します。本日は中央区自治協議会の貴重なお時間をいただきましてありがとうござい

ます。これから市の道路除雪に関する取り組みやパンフレットについて説明させてい

ただきます。 

 はじめに、Ａ3の資料報 3をご覧ください。「平成 29年度の豪雪等を踏まえた新潟

市における今後の除雪体制について」でございます。資料の左上「平成 29 年度の豪

雪の状況」をご覧ください。皆様ご承知のとおり、平成 29 年度の冬は新潟市内は大

変な豪雪に見舞われました。市内 8区の平均累計降雪量が例年の約 2.6倍の 3メート

ル 13 センチメートルを記録し、普段、雪の量の少ない海岸部、特に西区で 85 セン

チ、中央区でも 58 センチを記録するなど、異常な雪が降った状況でございました。

「市民生活への影響」といたしまして、市内の除雪協力業者様からは昼夜を問わない

懸命な除排雪作業を行っていただきまして、市では冬季の道路交通の確保に努めたと

ころでございます。しかしながら、幹線道路の渋滞、生活道路の排雪作業の遅れ、主

要なバス路線の運休、ダイヤの乱れ、貨物運送の遅れなど、市民生活に大きな影響を

与えたところでございます。こうした平成 29 年度の豪雪を踏まえまして、今年度か

ら本格的な除雪体制の見直しに取り組むことといたしました。 

 資料の左下側になりますが、「道路除雪の主な問題点」について載ってございま

す。平成 29 年度の豪雪だけではなく、それ以前からの潜在的な問題点についても洗

い出しを行いました。その際、関係する団体様などから課題やご意見をいただき、道

路除雪に関する 12 項目の問題点を抽出したところでございます。これに対する除雪

体制検討の視点といたしまして、除雪の効率化・適正化、除雪協力業者の支援、市民

広報の充実、異常降雪時の対応強化の四つの視点に分類いたしまして、各視点に基づ

いた具体的な取り組みを、市の内部検討委員会を立ち上げまして、検討を実施したと

ころでございます。 
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 次に、資料の右上側、「平成 30年度の主な取り組み」をご覧ください。具体的な取

り組みにつきましては、特に取り組み効果が大きいと思われる三つの取り組みについ

て、今年度から重点的に実施することといたしました。一つ目は、ＩＣＴの導入につ

いてでございます。こちらは、ＧＰＳ機能を有する除雪専用のスマートフォン端末を

除雪車に搭載いたしまして、インターネット上で稼働状況を把握することで、除排雪

作業の効率化を図るものでございます。システムの導入によりまして、これまで常に

把握できなかった除雪車の正確な位置情報や稼働状況が把握できるようになります。

これによりまして、異常降雪時の各区相互の応援体制の強化や、正確かつ迅速な除雪

費の把握などが可能となると考えております。また、将来的には、各除雪車が受け持

っている延長の適正化なども検討できるものと期待しているところでございます。 

 次に、2 点目の新たな雪捨て場などの確保についてです。こちらにつきましては、

雪捨て場や雪置き場を積極的に確保することで、除排雪作業の効率化を図るものでご

ざいます。昨年度の雪では、雪捨て場不足が大きな問題となりましたので、今年度か

らは大規模な雪捨て場の確保を継続的に行うとともに、地域の公園や遊休地などを活

用した小規模な雪置き場についても新たに確保することとしたものでございます。 

 次に、3 点目の道路除雪ＰＲパンフレットの作成についてです。これまでも、道路

除雪のＰＲのため、毎年 12月上旬の市報にいがた、今年は 12月 3日になりますが、

こちらにおいて、除雪特集記事を組みましたが、限られたスペースということで活字

だけの説明となっておりました。このため、マンガやイラストを活用した分かりやす

い道路除雪のＰＲパンフレットを作成し、道路除雪に関するご理解を深めていただき

たいと考えております。パンフレットにつきましては、後ほど説明させていただきま

す。 

 そのほか、今年度の取り組みといたしましては、雪山をトラックなどで運び出す排

雪作業の目安の設定、オペレータの方が高齢化しておりますので、若手育成のための

研修、異常降雪時の関係機関などとの除雪対応をはじめ、応援体制の強化なども行う

こととしております。また、来年度以降も段階的に進める主な取り組みといたしまし

て、各除雪車の除雪の受け持ち延長の適正化や、老朽化した除雪車の計画的な更新、

正確な気象予報に基づく適切な除雪の出動、異常降雪時の企業や市民の皆様からのご

協力のお願いなどについて検討を進め、取り組んでいきたいと考えております。 

 以上が、除雪体制見直し方針の具体的な取り組み内容についての説明でございまし

た。 

 続きまして、道路除雪のパンフレットをご覧ください。「にいがた『ゆきみち』ガ

イド」について説明させていただきます。 

 はじめに、このパンフレットを開いていただきますと、左側に除雪作業の種類につ

いてお伝えしてございます。ここでは、道路の雪を両脇にかき分ける「新雪除雪」を

基本としていることや、新雪除雪終了後に必要に応じて作業を行う、デコボコを削る

「路面整正」、道路の幅を広げる「拡幅除雪」、雪山を運び出す「排雪」について説明

しております。また、中ほどに生活道路の除雪は、1 車線確保が原則であるというこ

とから、車は譲り合って走りましょうといったお願いをしてございます。 

 次に、右側を見ていただきますと、除雪作業へのご協力のお願いということで記載

してございます。家の前に残った雪の処分のお願い、道路に雪を捨てないでというお
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願い、お年寄り世帯への除雪協力のお願い、歩道除雪のボランティア団体の募集など

について記載しております。 

 続きまして、左側をめくっていただきますと、市民の皆様から多く寄せられる除

雪・排雪の疑問にお答えするコーナーでございます。まず、Ｑ1 として「どうして家

の前に雪を置いていくの」という疑問へのお答えです。市が行う除雪は、道路の両脇

に雪を寄せる「かき分け除雪」であるということ、かき分け除雪を行う理由といたし

ましては、限られた時間で市内の 4、900 キロメートルという長い延長の除雪を行う

ための方法であることをマンガを使って解説しているところでございます。また、一

番下の欄に赤字で記載しておりますが、救急車や消防車など緊急車両の通行のために

は、速やかな除雪が必要であるということも知っていただきたく、お伝えしてござい

ます。 

 次に、Ｑ2 では「雪が降ったのに除雪されていないことがあるのはなぜ」という疑

問へのお答えです。明け方に雪が降り始めた場合や、夜間の除雪終了後にも雪が降り

続いた場合などにつきましては、朝まで除雪が終わらないこともあるということを解

説したものでございます。 

 次に、右側のページをめくっていただきますと、除雪がスムーズに作業できるよう

に、路上駐車の禁止、乗り入れ板の撤去、樹木などの処理、除雪車に近づくのは危険

です、などについてお願いしたものでございます。さらに右側につきましては、不要

不急の外出の抑制、公共交通機関の利用、脇道に入らない、外出時の服装や車を運転

する際の準備など、雪への備えや注意点について記載したものでございます。 

 一旦このパンフレットをすべて閉じていただきたいと思います。裏側にピンクで囲

んでいるところになります。こちらに「冬のお役立ち情報」ということで、降雪量の

予報、ＪＲやバス、公共機関の運行状況、国土交通省の管理する除雪状況、それと現

段階ではまだ準備中になりますが、市が管理する道路の除雪状況について関連するホ

ームページを記載しております。 

 なお、市の除雪状況につきましては、来年 1月公開予定としております。その際、

また市報等でご案内させていただきたいと思っております。 

 以上で、ゆきみちガイドの説明を終わります。なお、このパンフレットにつきまし

ては、12 月上旬から中旬にかけまして各自治会様から大変お手間をおかけします

が、各ご家庭へご配布をお願いさせていただきたいと思っております。以上で、土木

総務課からの説明を終わらせていただきます。大変ありがとうございました。 

 

（議 長） 

 ありがとうございました。ただいまの報告につきまして、ご質問・ご要望等ござい

ますか。ないようですので、次に進みます。 

 

（４） Ｇ20新潟農業大臣会合について（資料 報4） 

 

（議 長） 

次に、「報告（4）Ｇ20 新潟農業大臣会合について」です。担当課から報告をお願

いいたします。 
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（担当課） 

 2019 年Ｇ20 サミット推進課の中川でございます。この 4 月にまいりましたが、そ

れまでは皆様と一緒にこの席に座らせてもらっていました。お手柔らかによろしくお

願いします。 

 資料報 4 をご覧ください。1 枚おめくりいただきまして、はじめに、「Ｇ20 サミッ

トの概要」でございますが、Ｇ20 と申しますのは、よく皆様がお聞きになりますＧ

7、7か国にプラスして記載してございます 13か国地域を含めましてＧ20という形で

やっております。毎年開かれている国際会議でございまして、国際会議の中では最大

級の会議という形になってございます。 

 また、20 か国なのですけれども、実際、Ｇ20 が開催されますと、招待国もしくは

国際機関というものが一緒に入ってまいりまして、1年前のドイツでございますと 34

か国地域の国々、地域の方々が新潟に来られるという形になろうかと思います。 

 次の、「2019年Ｇ20サミット・関係閣僚会合」でございますが、首脳会議は大阪で

6 月に開催されるのですが、それと一緒に、1 年の間に八つの各大臣会合が開催され

ます。そのうちの農業大臣会合が来年の 5 月 11・12 日に新潟で開催されるというこ

とになってございます。Ｇ20 自体が新潟、日本に来るのは来年、日本で初めて開催

されるという状況で、地図がついてございますが、こちらを見ていただきますとお分

かりかと思いますが、その中でも新潟が一番最初の開催という形になりまして、国の

ほうも、また各国のほうも非常に注目度が高くなっているというのが現状でございま

す。 

 裏面をご覧いただきたいのですが、このＧ20 を成功裡に開催させるために、協議

会というものを設置しました。「Ｇ20 新潟農業大臣会合開催推進協議会」という名前

になってございますが、こちらの協議会につきましては、新潟県、新潟市などの行政

団体のほかに、経済団体ですとか、農業関係者の方々、そして記載にもございます

が、ホテル等を含めた観光、それからメディアの方々等を含めまして、合計 66 の団

体で推進協議会を設置しておりまして、基本的には、この推進協議会で各種事業、報

告等々を展開しているという形になっています。 

 実際の取り組みについては、「協議会の取り組み」ということで、若干書いてござ

いますが、あくまで本会合自体は農林水産省の主催の会議になってございますので、

その会議がスムーズに運営できますようにということで、地元として、例えば語学ボ

ランティアの方々の募集・養成ですとか、それから各国大使館や大使が事前に視察に

まいりますので、そのご案内、新潟の魅力をお伝えするということをやっているとい

うところでございます。 

 最後に、「会場周辺の交通規制」ということで書かせていただきました。この図面

は、実は 2 年前のＧ7 のときの図面になってございまして、改めてまた警察庁、新潟

県警、それから海上保安庁、第九管区海上保安本部等と協議計画を作ってございま

す。やはり若干の交通規制ですとか検問が会場の朱鷺メッセの周辺で予定されており

ますので、そちらのほうの最終的な警備計画が決まり次第、改めて市報や新聞、テレ

ビ等で皆様方に周知を図ってまいりたいと考えているところでございます。 

 簡単ではございますが、来年の 5 月 11・12 日に開催されます新潟農業大臣会合の

概要でございました。 
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（議 長） 

 ありがとうございました。ただいまの報告につきましては、ご質問等ございます

か。ないようですので、次に進みます。 

 

４ その他 

（１） 中央区教育ミーティングの開催について（資料 他 1） 

 

（議 長） 

次に、「その他（1）中央区教育ミーティングの開催について」です。担当課から説

明をお願いいたします。 

 

（担当課） 

 中央区教育支援センターの佐々木でございます。いつも大変お世話になっておりま

す。お疲れのところ恐縮でございますが、来年 1 月 25 日に開催を予定しております

2回目の教育ミーティングにつきましてご説明させていただきます。 

 お手元の資料他 1をご覧ください。開催日時でございますが、先月の自治協議会に

おいてお話ししたとおり、来年平成 31年 1月 25日金曜日の区自治協議会の開催日に

併せて実施させていただく予定でございます。開会の時間につきましては、午後 1時

から 1 時間 30 分程度と考えております。会場につきましても、区自治協議会と同

じ、こちら 5階対策室を予定しております。 

 出席者につきましては、中央区を担当する教育委員と教育委員会事務局職員を予定

しております。ミーティングの内容につきましては、意見交換のテーマといたしまし

て「子どもたちの安心安全の確保について」とさせていただくことになりました。本

年 5 月に西区で大変悲しい事件が発生し、子どもたちの安心安全確保につきまして

は、一段と関心が高まっているところでございます。 

 ミーティングにおきましては、教育委員会や市の取り組み、学校現場や地域の実情

等を踏まえ、今まで取り組んできた地域の見守り活動や通学路の防犯につきまして、

より充実させるための意見交換を行いたいと考えております。 

 ミーティングの進行につきましては、最初に、このたび実施されました「平成 30

年度全国学力・学習状況調査」における新潟市及び中央区の結果について担当課から

説明いたします。この学力・学習状況調査の説明の後、テーマに沿って意見交換を行

う予定でございます。 

 また、テーマとは別に、部会活動を通して見えてきた課題などにつきまして、「地

域と学校部会」からの報告も行う予定でございます。 

 参加の可否につきましては、別紙により提出をお願いいたします。 

 また、併せまして地域の見守り活動や通学路の防犯につきまして、ご意見や地域の

取り組み事例などがありましたらご記入をいただきたいと思います。 

 提出につきましては、12 月 21 日の次回自治協議会までにＦＡＸまたはご持参いた

だければと考えています。電話でも構いません。また、21 日の前に早めにいただけ

ればありがたいです。よろしくお願いいたします。 

 ご意見がない場合は、空欄でも構いません。不参加でもご意見があればご記入のほ
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うをお願いいたします。提出までの期間が短くて申し訳ございませんが、よろしくお

願いいたします。 

 

（議 長） 

 ありがとうございました。ただいまの説明につきまして、ご質問等ございますか。

ないようでございますので、これで終わりたいと思います。 

最後になりますが、この場を借りまして、皆さんへお知らせしたいことがありまし

たら、どうぞ申し出てください。 

 

（清水委員） 

 礎地域コミュニティ協議会の清水です。質問いいですか。新市長が誕生いたしまし

た。それに関しまして、各区に市政方針といいますか、方向性というものの説明が現

在までなされておりません。それで、いつになったら市民目線の政治が行われるの

か、方向性をどういうふうに持っていくのか説明していただきたいと思うのですけれ

ども、その辺を伝えていただきたいと思うのですが、どなたか市の担当者から説明で

きる方がいらっしゃいましたらお願いします。 

 

（議 長） 

 事務局いかがですか。では、区長からお願いします。 

 

（区 長） 

 どうもありがとうございます。市長が替わって間もないわけでございますが、一刻

も早く地元に対して、新潟市をどういうふうに、それぞれの地域をどういうふうに考

えていくのかということは、意見交換も含めてやらせていただきたいと思っておりま

す。市長とも、その辺のことにつきましては相談をさせていただき、早い段階でお示

しできるようにしてまいりたいと思います。 

 

（議 長） 

 ありがとうございました。そういうことでございますので、皆さん楽しみにお待ち

ください。 

 本日予定しておりました議事はすべて終了いたしました。これをもちまして、第 8

回中央区自治協議会を閉会いたします。大変お疲れ様でした。事務局より事務連絡を

お願いいたします。 

 

（事務局） 

 ありがとうございました。私から、2 点事務連絡をさせていただきます。1 点目

は、先ほど「水辺とみなと部会」の外内座長よりお話がありましたが、開港 150周年

のカレンダーを学校やコミュニティセンターに配布をお願いしているコミュニティ協

議会選出の委員の方におかれましては、この後向かいの 501会議室にお立ち寄りいた

だきますようお願いいたします。 

 2点目ですが、次回の自治協議会は 12月 21日金曜日、午後 3時から、会場は本日
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と同じ中央区役所 5階対策室で行います。12月 28日ではなく、1週前の 12月 21日

になりますので、お間違えのないようお願いいたします。 

 私からの事務連絡は以上となります。本日は、大変お疲れ様でした。ありがとうご

ざいました。 

 

（議 長） 

 大変お疲れ様でございました。 

 

５ 閉会 

 

傍 聴 者 3名 

報道機関 1社 

 


